
地 域 再 生 計 画

１．地域再生計画の名称

産業活力の向上と伊東の海、魅力再発見

２．地域再生計画の作成主体の名称

静岡県

  伊東市

３．地域再生計画の区域

伊東市の区域の一部（伊東港、宇佐美漁港及び富戸漁港）

４．地域再生計画の目標

・地域及び港の概要 

伊東港、宇佐美漁港及び富戸漁港は、静岡県東部の相模灘に面した伊東市に所在

している。これらの港の在る伊東市は、市域の約半分が富士箱根伊豆国立公園地域

に指定されており、城ヶ崎海岸や大室山などを有する景観に恵まれた風光明媚な土

地柄である。また、市内の至るところに、豊富で良質な温泉が湧き出ており、古く

から湯治場として知られ、今日も、訪れる多くの旅人に安らぎを与えている。昭和

25 年には国際観光温泉文化都市に指定されており、市街地には、昭和初期の老舗旅

館など、レトロな雰囲気のある町並みが残り、近年は、映画のロ ケ地としても多

用されている。 

このような中で、海上流通拠点・水産物流通拠点である伊東港や、地場産業の水

産業を支え、みやげ物などの原料である魚類の供給を担っている市内各漁港は、地

域の産業を支える重要な基地となっている。 

伊東港は、伊東市のほぼ中央に位置しており、市街地に近く、鉄道や陸上交通と

のアクセスが容易であることから、伊豆大島への定期貨物航路や初島への定期旅客

航路の発着地となっており、周辺離島の物流や観光の海上拠点として重要な役割を

担っている。また、古くから水産物の陸揚げ基地として発展し、現在も熱海市、伊

東市、東伊豆町及び河津町を含む伊豆東圏域内における水産物の流通拠点基地とし

ての中心的な役割を果たしている。 

宇佐美漁港は、伊東市の北部に位置しており、まき網漁業と定置網漁業を主とし

た沿岸漁業を営むこの地域の漁船の基地となっている。漁獲物は、いわしやさばな

どが中心で、その約８割以上が伊東港で陸揚げされている。また、大型漁船は、伊

東港を荒天時の避難港として活用している。 

富戸漁港は、伊東市の南部に位置しており、定置網漁業を主とした沿岸漁業を営

むこの地域の漁船の基地となっている。また、富士箱根伊豆国立公園の城ヶ崎海岸

を遊覧する船の発着地となっており、多くの観光客に利用されている。 

これら３つの港については、付近の海域がダイビング等の海洋レジャーのスポッ



トとして注目されていることから、従来の機能に加え、観光資源の活用の拠点とし

ても利用されている。 

・地域の課題 

近年、伊東市は、観光客数が平成 3 年度の 896 万人をピークに減少傾向にあり、

地場産業である水産業も、伊東魚市場で扱う水揚げ量が平成 13 年度の 14,000ｔから

平成 18 年度には 7,400ｔまで減少している。また市内の港湾・漁港では、就労者の

高齢化も進んでいる。 

各港については、係留施設の不足などにより、それぞれの機能を十分発揮するこ

とができない状況にあり、このうち伊東港については、外郭施設の沈下に伴う荒天

時における静穏度の確保や他港からの避難漁船の受け入れ施設が不足している。ま

た、宇佐美漁港では漁業形態の変化にともなう漁船の大型化により係留施設が不足

しており、富戸漁港では、遊覧船に対応した施設の整備が遅れている状態にある。 

・地域再生計画の意義及び目標 

これら３港を総合的に整備することにより、伊東市域沿岸において観光交流の海

上ネットワークを形成し、海洋レジャーとともに観光資源としての海の魅力を高め

るほか、荒天時・災害時・常時における漁船の安全係留の確保や老朽化した施設の

整備による就労者の労働軽減を図り、水産物の安全で安定的な供給を実現すること

とする。 

具体的な施策としては、まず伊東港については、周辺を航行する観光船の海上結

節点としての機能を充実させるため、観光船が接岸できる係留施設の増設を図る。

また、他港から荒天時に避難する漁船等船舶の安全な受け入れ態勢を充実させるた

め、不足している係留施設を増設して、就労者の労働軽減を図るとともに、安全で

安定した漁業活動を支援する。 

次に、宇佐美漁港では、漁業形態の変化にともなう漁船の大型化により係留施設

が不足している状況にあることから、漁船の常時における係留岸充足率を向上させ、

漁業者の安全で安定した活動を支援し、水産業の振興を図る。 

富戸漁港については、遊覧船に対応した施設の整備が遅れている状態にあること

から、観光船の安全係留を目指して係留施設の改良を図り、海洋レジャーを含めた

地域の観光資源を向上させる。これらの改良は、漁船の係留の安全性も向上させ、

水産業の振興にも寄与する。 

伊東市では、地域産業・観光の拠点づくりを図るため、平成 13 年度に伊東港区域

内に道の駅・海の駅「伊東マリンタウン」を開設し、整備を続けている。さらに、｢第

3 次伊東市総合計画｣を策定し、“観光都市伊東の基幹産業である観光産業をはじめ、

農林水産業・製造業・卸小売業などの多様な産業が活力を生む施策を推進する”を

まちづくりの目標に掲げ、観光を基幹とした施策を実施中である。そのため、今回

の整備は、これらの政策と呼応し、地域の観光産業と水産業の連携による産業の活

力向上が図れることとなる。 

（目標１）伊東市沿岸観光交流客数の増加（１５．２万人→１７．０万人） 



（目標２）伊東市沿岸漁業者一人当たりの水産物水揚量の増加 

（１５ｔ/人→１８ｔ/人） 

（目標３）伊東港への避難船受け入れ数の増加（４隻→１１隻） 

（目標４）宇佐美漁港の安全係船岸充足率（休けい）の増加(５５％→１００％) 

５．地域再生を図るために行う事業

５－１ 全体の概要

伊東港は、観光船発着のための浮桟橋を整備し、海上結節点としての役割を担う。

また、岸壁や防波堤の整備を行い、荒天時や防災時に避難してくる周辺漁港の船舶

の安全係留を実現する。

 宇佐美漁港は、防波堤を改良し、物揚場として整備することで、漁船の安全係留

を確保する。さらに泊地浚渫により漁船の安全航行を実現し、安定した漁業活動を

目指す。

 富戸漁港は、観光船の係留施設を整備し、地域の観光拠点としての強化を図る。

また、泊地浚渫により漁船の安全な航行を実現し、安定した漁業活動を目指す。

５－２ 特定政策課題に関する事項

該当なし

５－３ 法第５章の特別の措置を適用して行う事業

港整備交付金を活用する事業

〔施設の種類と事業主体〕

 ・港湾施設（伊東港）          静岡県

・漁港施設（宇佐美漁港、富戸漁港）   伊東市

〔整備量〕

・港湾施設  係留施設、外郭施設、水域施設

 ・漁港施設  係留施設、外郭施設、水域施設

〔事業期間〕

 ・港湾施設  平成２１年度～平成２７年度

 ・漁港施設  平成２１年度～平成２４年度

〔総事業費〕

  総事業費   ８５８，０００千円



 港湾施設   ５９８，０００千円（うち交付金２２９，２００千円）

漁港施設   ２６０，０００千円（うち交付金１３０，０００千円）

５－４ その他の事業

伊東温泉湯めまつり事業 

  活力あるまちづくりを推進するため、第 1 次産業から第３次産業までのあらゆ

る産業と、幅広い市民と行政が一体となって諸事業を実施し、市内経済の発展、

市街地の活性化を図る。 

エリアブランディング事業 

  魅力ある観光資源を磨き上げるため伊東市街地区だけでなく、宇佐美地区や伊

豆高原地区（富戸・八幡野・赤沢）の自然・歴史・文化・産業の企画演出をする

とともに、未だ各エリアに眠る地域資源の掘り起こしをする。 

 健康保養地づくり事業 

  恵まれた自然や温泉、多様な観光施設などの資源を生かし、市民と行政が連携、

協働し、地産地消の推進や自然体験プログラムなどのイベントを実施し、市内経

済の活性化を図る。 

城ヶ崎海岸遊歩道整備事業 

  富戸漁港を起点とする城ヶ崎海岸の自然景観を活かすため、既設遊歩道の整備

や改良を行う中で、観光資源である城ヶ崎海岸の利便性を高め、地域振興を図る。 

 水産業振興事業 

  漁業体験（地引網・船釣り）や、伊東魚市場を利用した魚と触れ合うイベント

の開催、魚食普及のため魚おろし方教室を実施し、水産業の活性化、地域振興を

図る。 

 沿岸資源増大事業 

  地域の漁業資源の保護・育成を目指すため、アワビの稚貝放流、ヒラメの幼魚

放流、アオリイカの産卵礁の設置を行い水産業の活性化を図る。 

６．計画期間

平成２１年度～平成２７年度

７．目標の達成状況に係る評価に関する事項

４に示す地域再生計画の目標については、計画終了後に事業主体が状況を調査、

評価し、公表する。



１　申請する地方公共団体の位置、区域を示す図面

第２種宇佐美漁港

地方港湾伊東港

第1種富戸漁

Ｎ

１－１　地域再生計画の区域に含まれ
る 行政区域を表示した図面

１－２　地域再生計画の区域を表示した
　　　　 付近見取り図



外郭施設
水域施設
係留施設

休けい用
係船岸率の向上

↓
安定した水産業

桟橋等の整備
↓

海上結節点の強化

係留施設の整備
↓

安定した水産業

係留施設
水域施設

係留施設整備
↓

観光業の強化

城ヶ崎観光船

水産ネット
ワーク

観光ネット
ワーク

産業活力の向上と伊東の海、魅力再発見。

橙・・・・観光業向上
紫・・・・水産業向上

第1種富戸漁港

第２種宇佐美漁港

地方港湾伊東港

伊豆大島・初島
からの航路

伊東市の観光業･水産業の振興

水産ネット
ワーク

係留施設
外郭施設
水域施設

水域施設整備
↓

安定した水産業



２－１　伊東港

水域施設

２　各施設整備箇所を示した図面

伊東港　港湾施設
平成21～27年度
総事業費　　　598,000千円
（うち交付金　229,200千円）

浮桟橋
岸壁

防波堤



２－２　宇佐美漁港

宇佐美漁港　漁港施設
平成21～24年度
総事業費　 230,000千円
（うち交付金115,000千円）

外郭施設

係留施設

水域施設



２－３　富戸漁港

係留施設

係留施設

水域施設

富戸漁港　漁港施設
平成21～22年度
総事業費　 　30,000千円
（うち交付金　15,000千円）



３　地域再生計画の工程表及びその内容を説明した文書

３－１工程表

H２１ H２２ H２３ H２４ H２５ H２６ H２７ H２８

支援措置
港整備交付
金の活用

関連事業

（工程表の説明）

○　港整備交付金を活用し、平成２１年度から平成２７年度に伊東港の係留施設、外郭施設、水域

　　 施設を整備し、海上結節点としての役割を担うとともに船舶の安全係留を実現する。また、平成

　　 ２１年度から平成２４年度に宇佐美漁港と富戸漁港の係留施設、外郭施設、水域施設を整備し、

　　 漁船の安全係留、安全な航行による安定した漁業活動を実現する。

○　港整備交付金の活用とあわせ、関連事業を推進することにより、地域の観光産業と水産業の連

　　 携による産業の活力向上を図る。

　○港湾と漁港の一体的整備

・伊東港（係留施設・外郭施設・水域施設の整備）
・宇佐美漁港（係留施設・外郭施設・水域施設）
・富戸漁港（係留施設・水域施設）

　○関連事業

・伊東温泉湯めまつり事業
・エリアブランディング事業
・健康保養地づくり事業
・城ヶ崎海岸遊歩道整備事業
・水産業振興事業
・沿岸資源増大事業
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